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[bookmark: _Hlk117766845][bookmark: _Hlk117766807]エコマーク商品類型No.165「合成燃料（バイオディーゼル・GTL燃料）Version1」付属証明書

分類B. GTL燃料

本付属証明書は、エコマーク商品類型No.165「合成燃料（バイオディーゼル・GTL燃料）Version1」のエコマーク使用申込を行う際に、「エコマーク商品認定・使用申込書」とともに提出して下さい。

	申込日：
	年
	
	月
	
	日

	申込商品名
（商品ブランド名）
	[bookmark: _GoBack]

	申込者（会社名）
	




	＜付属証明書の作成方法＞
1. 認定基準ごとに設けられた「記入欄」に申込製品に該当する内容（青字部分）をチェック・記入して下さい。
1. 「添付証明書」欄の記入表などを提出して下さい。




	項目
	記入欄／添付資料　※該当する□にチェックを入れて下さい

	エコマーク表示について記載下さい
	[bookmark: チェック8]エコマーク表示媒体
※ 原則として、製品、カタログなどにエコマークを表示すること

☐ 燃料の容器 ／　☐ Web ／　　☐  取扱説明書
☐ 商品説明書（パンフレット・カタログ・リーフレット）
　☐ その他 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      ）

	エコマーク表示予定設計図
	エコマーク表示予定設計図の提出（書式自由・原稿）　

※エコマーク認定番号または使用契約者名の表示が確認できる原稿をご提出下さい。
※「エコマーク商品認定・使用申込書」の｢エコマーク表示見本｣の画像をご使用下さい。
（表示例）　[image: 148_消音ユニット_坊主]
エコマーク認定番号
○○○○○○○○









	
	【表示無しの理由】：エコマークを表示しない予定の場合







	2.適用範囲

	記入欄
※該当する□にチェックを入れ、（　　）内を記載して下さい。
	添付証明書
	添付証明書の
発行者

	燃料の種類：
☐ GTL（Gas to Liquids）燃料（天然ガスを一酸化炭素と水素に分解後、フィッシャー・トロプシュ(FT)合成反応を経て生成した炭化水素油を水素化処理した燃料）
☐上記以外の燃料
→本商品類型の対象外

燃料の用途：
　　☐自動車用／☐建設機械用／☐発電機用
☐その他　※具体的に記載してください。
（　　                                  ）
	燃料のパンフレット・ウェブサイト、燃料を紹介した説明資料など
	製造事業者、販売事業者、申込者など




	4-1.環境に関する基準と証明方法

	項目
	認定基準
	添付証明書・記入欄
	添付証明書の
発行者

	4-1-1. (1)
	申込燃料は、1MJ相当の燃料のライフサイクル全体での温室効果ガスの排出量（CO2換算）が、軽油と比較して削減されていることをライフサイクルアセスメント（LCA）によって確認していること。
	第三者によるLCA評価の結果
※原料や製造工程（工場）が同じ場合には、学術誌で発表された論文を用いることもでもよい。
	第三者など

	4-1-2. (2)
	「特定特殊自動車排出ガスの規制等に関する法律」（オフロード法）の2006年基準（国土交通省の排出ガス第3次規制）以前の適合機種において、燃料使用時の窒素酸化物（NOx）、粒子状物質（PM）の排出量が軽油と比較して少ないこと。
	①窒素酸化物（NOx）の排出量が軽油と比較して少ないことを示す試験結果（国交省「燃費基準達成建設機械の認定に関する規程」において採用されている（一社）日本建設機械施工協会規格（JCMAS）の燃費試験に準拠した試験項目において、排出ガス計測機器を用いて測定）

②粒子状物質（PM）の排出量が軽油と比較して少ないことを示す試験結果（「特定特殊自動車排出ガスの規制等に関する法律」（オフロード法）に準拠し、無負荷急加速時に排出される排出ガスの光吸収係数測定の試験方法にて測定
	申込者、
製造事業者、試験機関など

	4-1-2. (3)
	製品の製造にあたって、最終製造工程を行う工場が立地している地域の大気汚染、水質汚濁、騒音、悪臭、有害物質の排出などについて、関連する環境法規および公害防止協定など（以下、「環境法規等」という）を順守していること。
また、申込日より過去5年間の環境法規等の順守状況（違反の有無）を報告すること。なお、違反があった場合には、すでに適正な改善をはかり再発防止策を講じ、以後は関連する環境法規等を適正に順守していること。
	記入表1 環境法規順守証明書
	申込燃料の最終製造工場の工場長

	4-1-2. (4)
	使用者に対し、燃料の適正な取り扱い、保管方法に関する注意および、使用せずに残った燃料の適正な処理方法について情報提供していること。
	適正な取り扱い、保管方法に関する注意および、使用せずに残った燃料の適正な処理方法が記載された部分の写し
	申込者または製造事業者

	
	
	上記の情報の使用者への提供方法を記載してください。






	



4-2.品質に関する基準と証明方法
	


項目
	認定基準
	添付証明書
	添付証明書の発行者

	4-2.
(5)
	製品の品質については、該当する公的な規格に適合していること。
	「揮発油等の品質の確保に関する法律」（品確法）で定める軽油の強制規格などの公的な規格に適合していることを示す、申込日から1年以内に行った品質分析結果など
	申込者または製造事業者



5.配慮事項
認定の要件ではありませんが、配慮が望ましい事項です。記入欄にチェックを入れて下さい。
	


項目
	認定基準
	記入欄
※該当する□にチェックを入れ、（　　）内を記載して下さい。

	5.(1)
	申込燃料の製造工程において、水素化処理を行う場合の水素は、グリーン水素（再生可能エネルギー由来の電力を使って、水を電気分解して生成される水素）またはブルー水素（水素の製造工程で排出されたCO2を回収して貯留または利用することで、CO2排出をおさえて生成される水素）など、生成時のCO2排出量を抑制した水素を使用している。
	☐ はい　／　☐ いいえ
「はい」の場合は、使用している水素の内容を記載してください。
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